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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第１区分
【発行日】平成21年9月17日(2009.9.17)

【公表番号】特表2009-502501(P2009-502501A)
【公表日】平成21年1月29日(2009.1.29)
【年通号数】公開・登録公報2009-004
【出願番号】特願2008-525253(P2008-525253)
【国際特許分類】
   Ｂ０１Ｊ  29/40     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  37/08     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  37/04     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ   2/66     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  15/08     (2006.01)
   Ｃ０７Ｂ  61/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ０１Ｊ  29/40    　　　Ｚ
   Ｂ０１Ｊ  37/08    　　　　
   Ｂ０１Ｊ  37/04    　　　　
   Ｃ０７Ｃ   2/66    　　　　
   Ｃ０７Ｃ  15/08    　　　　
   Ｃ０７Ｂ  61/00    ３００　

【手続補正書】
【提出日】平成21年8月3日(2009.8.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ゼオライト触媒を調製する方法であって、
　ゼオライトをリン化合物で処理して、リン処理ゼオライトを形成し、
　該リン処理ゼオライトを約３００℃以上の温度に加熱し、
　前記リン処理ゼオライトを無機酸化物結合剤と混合して、ゼオライト・結合剤混合物を
形成し、
　該ゼオライト・結合剤混合物を約４００℃以上の温度で加熱して、結合ゼオライト触媒
を形成する、
各工程を有してなる方法。
【請求項２】
　前記結合剤が、アルミナ、粘土、リン酸アルミニウムおよびシリカアルミナの内の少な
くとも１つを含むことを特徴とする請求項１記載の方法。
【請求項３】
　前記結合剤がアルミナ含有材料であることを特徴とする請求項１記載の方法。
【請求項４】
　前記リン処理ゼオライトを、約３００℃から約６００℃の温度に加熱することを特徴と
する請求項１記載の方法。
【請求項５】
　前記ゼオライト・結合剤混合物を約４００℃から約７００℃の温度に加熱することを特
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徴とする請求項１記載の方法。
【請求項６】
　前記ゼオライトがＺＳＭ－５ゼオライトであることを特徴とする請求項１記載の方法。
【請求項７】
　前記結合剤が約１質量％から約９９質量％のアルミナを含有することを特徴とする請求
項１記載の方法。
【請求項８】
　前記結合ゼオライト触媒が、約０から約－５５ｐｐｍまでに極大を持つ、少なくとも２
つの31Ｐ　ＭＡＳ－ＮＭＲピークを示し、該ピークの少なくとも１つが、約－４０から約
－５０ｐｐｍまでに極大を有することを特徴とする請求項１記載の方法。
【請求項９】
　前記結合剤が、前記結合ゼオライト触媒の約１質量％から約９９質量％の量で含まれる
ことを特徴とする請求項１記載の方法。
【請求項１０】
　前記ゼオライトが１０員酸素環の細孔を含有することを特徴とする請求項１記載の方法
。
【請求項１１】
　前記結合ゼオライト触媒を３００℃以下の温度で蒸気処理する工程をさらに含むことを
特徴とする請求項１記載の方法。
【請求項１２】
　前記リン処理ゼオライトのリン含有量が、ゼオライト１グラム当たり０．０１から約０
．１５グラムのリンであることを特徴とする請求項１から１１いずれか１項記載の方法。
【請求項１３】
　前記リン処理ゼオライトが、ゼオライト１グラム当たり０．０７から約０．１２グラム
のリンのリン含有量を有することを特徴とする請求項１２記載の方法。
【請求項１４】
　請求項１から１３いずれか１項記載の方法により調製されたゼオライト触媒。
【請求項１５】
　アルキル芳香族生成物を調製する方法であって、請求項１から１３いずれか１項記載の
方法により調製された結合ゼオライト触媒を、芳香族アルキル化に適した反応条件下で、
芳香族化合物およびアルキル化剤の芳香族アルキル化供給物と接触させる工程を有してな
る方法。
【請求項１６】
　前記芳香族化合物がトルエンであり、前記アルキル化剤がメタノールであることを特徴
とする請求項１５記載の方法。
【請求項１７】
　前記結合ゼオライト触媒を、前記芳香族アルキル化供給物と接触させる前に、３００℃
以下の温度で蒸気処理する工程をさらに含むことを特徴とする請求項１５記載の方法。
【請求項１８】
　前記結合ゼオライト触媒を芳香族アルキル化供給物と接触させる工程が、反応が略一定
温度で行われる場合、５００時間より長い動作後に、転化率と選択率を著しく減少させず
に、反応器内でアルキル化反応を提供する工程を含むことを特徴とする請求項１５記載の
方法。
【請求項１９】
　キシレン生成物を調製する方法であって、請求項１から１３いずれか１項記載の方法に
より調製された結合ＺＳＭ－５ゼオライト触媒を、トルエンのメチル化およびトランスア
ルキル化の少なくとも一方に適した反応条件下で、トルエンの供給物と接触させる工程を
有してなる方法。
【請求項２０】
　前記結合ＺＳＭ－５ゼオライト触媒を、前記トルエンの供給物と接触させる前に、３０
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０℃以下の温度で蒸気処理する工程をさらに含むことを特徴とする請求項１９記載の方法
。
【請求項２１】
　前記結合ＺＳＭ－５ゼオライト触媒をトルエン供給物と接触させる工程が、反応が略一
定温度で行われる場合、５００時間より長い動作後に、転化率と選択率を著しく減少させ
ずに、反応器内でトルエンメチル化反応を提供する工程を含むことを特徴とする請求項１
９記載の方法。
【請求項２２】
　前記結合ゼオライト触媒が、トルエンのメチル化に用いられた場合、同一反応条件下で
のトルエンのメチル化に用いられたときの、結合剤と混合されずに同一条件下で調製され
た同じゼオライトと比較して、パラキシレンの選択率が少なくとも５％増加していること
を特徴とする請求項１９記載の方法。
【請求項２３】
　無機酸化物結合剤が結合した、約０から約－５５ｐｐｍまでに極大を持つ、少なくとも
２つの31Ｐ　ＭＡＳ－ＮＭＲピークを示し、該ピークの少なくとも１つが、約－４０から
約－５０ｐｐｍまでに極大を有するリン含有ゼオライトを有してなるゼオライト触媒。
【請求項２４】
　前記少なくとも２つの31Ｐ　ＭＡＳ－ＮＭＲピークの内の少なくとも一方が、約－８ｐ
ｐｍから約－１５ｐｐｍまでに極大を有し、該少なくとも２つの31Ｐ　ＭＡＳ－ＮＭＲピ
ークの内の他方が、約－４０ｐｐｍから約－５５ｐｐｍまでに極大を有することを特徴と
する請求項２３記載のゼオライト触媒。
【請求項２５】
　前記少なくとも２つの31Ｐ　ＭＡＳ－ＮＭＲピークの内の少なくとも一方が、約－１３
ｐｐｍに極大を有し、該少なくとも２つの31Ｐ　ＭＡＳ－ＮＭＲピークの内の他方が、約
－４４ｐｐｍに極大を有することを特徴とする請求項２３記載のゼオライト触媒。
【請求項２６】
　前記結合剤が、アルミナ、粘土、リン酸アルミニウムおよびシリカアルミナの内の少な
くとも１つを含むことを特徴とする請求項２３記載の触媒。
【請求項２７】
　前記結合剤がアルミナ含有材料であることを特徴とする請求項２３記載の触媒。
【請求項２８】
　前記ゼオライトがＺＳＭ－５ゼオライトであることを特徴とする請求項２３記載の触媒
。
【請求項２９】
　前記結合剤が約１質量％から約９９質量％のアルミナを含有することを特徴とする請求
項２３記載の触媒。
【請求項３０】
　前記結合剤が、前記結合ゼオライト触媒の約１質量％から約９９質量％の量で含まれる
ことを特徴とする請求項２３記載の触媒。
【請求項３１】
　前記ゼオライトが１０員酸素環の細孔を含有することを特徴とする請求項２３記載の触
媒。
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